
し
た
。ま
た
医
学
史
の
面
か
ら
、
宗
田
一
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
は
「
西
洋
医

学
の
受
容
」
と
題
し
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
受
け
容
れ
た
西
洋
医
学
が
、
実
用

的
、
技
術
的
な
面
で
あ
り
、
西
洋
の
人
文
主
義
的
思
想
の
受
容
は
ほ
と
ん
ど

で
き
な
か
っ
た
と
、
日
本
で
の
西
洋
科
学
受
容
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

大
阪
会
場

一
日
お
い
て
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
大
阪
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
で
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
二
十
一
日
は
医
家
向
け
に
、
ロ
イ
エ
ン
ダ
イ

ク
教
授
の
「
日
蘭
の
医
学
の
歴
史
」
、
藤
野
恒
三
郎
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の

「
医
学
知
識
の
輸
入
・
同
化
・
発
展
」
と
題
す
る
二
つ
の
講
演
と
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
代
用
臓
器
」
が
あ
っ
た
。

ロ
イ
エ
ン
ダ
イ
ク
教
授
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
医
学
の
発
展
を
概
観

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
史
の
中
で
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
位
置
づ
け
、
藤
野
教

授
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
し
て
受
け
容
れ
た
西
洋
医
学
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に

発
展
し
た
か
を
述
べ
た
。

三
日
目
の
二
十
二
日
も
医
家
向
け
と
し
、
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療

の
未
来
」
「
分
子
遺
伝
学
と
癌
」
が
行
わ
れ
、
最
終
日
の
二
十
三
日
は
公
開

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
作
家
吉
村
昭
氏
の
講
演
「
・
ヘ
リ
ー
来
航
と
オ
ラ
ン

ダ
」
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
ミ
ュ
ル
ダ
ー
］
・
己
．
昌
巨
匡
胃
教
授
の
講
演
「
健
康
人

の
老
化
」
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
す
こ
や
か
に
生
き
る
」
が
あ
っ
た
。

吉
村
昭
氏
は
、
国
交
を
結
ぶ
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
来
航
し
た
・
ヘ
リ

ー
艦
隊
の
出
現
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
も
大
き
な
衝
撃

で
あ
っ
た
こ
と
を
史
実
を
も
と
に
話
し
た
。

研
究
者
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
お
、
第
一
日
目
と
第
二
日
目
の
問
、
四
月
二
十
日
、
東
京
の
竹
橋
会
館

で
科
学
史
・
医
学
史
・
洋
学
史
等
の
研
究
者
向
け
の
．
〈
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
ま
ず
日
本
側
か
ら
矢
部
一
郎
立
正
大
学
教
授
が
、
江
戸

の
本
草
学
者
が
リ
ン
ネ
分
類
な
ど
西
洋
植
物
学
な
ど
を
導
入
し
、
日
本
に
本

格
的
な
植
物
学
が
生
ま
れ
て
い
く
経
緯
を
話
し
、
つ
い
で
蒲
原
宏
日
本
医
史

学
会
常
任
理
事
が
、
日
本
に
影
響
を
与
え
た
オ
ラ
ン
ダ
の
整
形
外
科
医
の
事

蹟
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
、
ロ
イ
エ
ン
ダ
イ
ク
、
ブ
ー
カ
ー
ス
、
ス
ネ

ル
ダ
ー
ル
の
三
氏
か
ら
第
一
日
目
の
講
演
の
補
足
が
あ
り
、
昼
の
懇
親
会
の

後
に
会
場
か
ら
の
活
発
な
発
言
を
混
え
た
討
論
が
行
わ
れ
た
。
（
蔵
方
宏
昌
）

日
時
平
成
元
年
七
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
一
○
時
か
ら

場
所
財
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所
会
議
室

金
沢
市
南
新
保
町
ル
五
三
電
話
○
七
六
二
’
三
七
’
八
二
○
○

会
費
二
、
○
○
○
円
（
昼
食
代
含
む
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
…
：
…
…
…
．
．
…
：
。
：
…
：
・
・
：
：
…
・
石
川
県
幹
事

総
会
一
阿
波
加
脩
造
と
そ
の
系
譜
：
。
…
・
：
・
…
：
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
市
）

二
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
石
川
県
金
澤
病
院
精
神
科
の
看
護
記
録
に

日
本
医
史
学
会
北
陸
支
部

第
二
回
北
陸
医
史
学
同
好
会
総
会
例
会

（77）449



つ
い
て
…
…
…
：
．
：
．
：
。
：
．
：
．
…
：
：
：
：
・
萩
野
妙
子
（
金
沢
市
）

三
加
賀
藩
笠
舞
村
撫
育
所
と
明
治
初
年
の
小
野
慈
善
院

．
．
：
：
。
…
・
…
…
…
…
・
…
加
藤
豊
明
（
金
沢
市
）

四
澤
庵
禅
師
の
神
農
観
に
つ
い
て
…
…
…
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

五
（
資
料
紹
介
）

金
沢
横
安
江
町
近
八
郎
右
衛
門
の
出
版
物

虎
列
刺
合
戦
絵
入
く
ど
き
（
明
治
十
二
年
）
ｌ

…
…
・
・
…
…
…
・
・
・
・
…
…
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

松
田
健
史
（
富
山
市
）

六
お
雇
い
医
師
ス
ロ
イ
ス
の
帰
路
ｌ
金
沢
か
ら
神
戸
ま
で
ｌ

…
…
…
：
。
…
：
．
…
：
。
…
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

篠
原
治
道
（
富
山
市
）

七
富
山
県
の
名
水
の
医
史
学
的
研
究
・
…
・
前
山
文
子
（
金
沢
市
）

八
『
徒
然
草
」
の
中
の
医
学
…
…
：
：
…
：
白
崎
昭
一
郎
（
福
井
市
）

九
『
医
心
方
』
と
『
鍼
術
秘
要
』
：
．
．
…
…
：
多
留
淳
文
（
金
沢
市
）

己
加
賀
藩
医
岡
嶋
家
の
資
料
に
つ
い
て
（
第
一
報
）

Ｉ
先
祀
由
緒
井
一
類
附
帳
と
御
判
物
ｌ

…
：
。
：
。
…
…
：
…
：
…
：
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

松
田
健
史
（
富
山
市
）

多
留
淳
文
（
金
沢
市
）

二
旧
日
本
軍
に
お
け
る
看
護
…
…
…
：
…
・
長
門
谷
洋
治
（
大
阪
府
）

三
明
治
初
期
に
来
沢
し
た
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ッ
ト
’
－
－
．
Ｎ
・
ウ
ィ
リ
ス

に
つ
い
て
：
・
・
：
…
：
…
：
：
・
・
・
…
…
…
…
加
藤
豊
明
（
金
沢
市
）

特
別
講
演

ｲﾄ

『
医
諄
』
原
稿
募
集

「
医
謹
』
五
八
号
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
投
稿
規
定
は
以
下
の
通
り
で
、

前
回
同
様
、
ご
投
稿
者
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
事

情
ご
賢
察
の
上
、
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

原
稿
形
式
…
縦
書
き
、
四
○
○
字
詰
、
二
○
枚
以
内
を
原
則
と
し
ま
す
。
著

者
名
に
ふ
り
が
な
を
付
し
文
末
に
所
属
ま
た
は
住
所
地
を
入
れ
、
題
名
に

は
英
文
を
付
し
て
下
さ
い
。

原
著
以
外
に
資
料
紹
介
、
短
報
、
書
評
な
ど
も
お
願
い
し
ま
す
。

著
者
負
担
…
㈲
原
稿
用
紙
二
○
枚
を
超
過
し
た
さ
い
は
そ
の
実
費

。
図
表
、
写
真
版
の
実
費

白
別
刷
・
三
○
部
単
位
（
希
望
部
数
を
原
稿
第
一
頁
に
朱
書

し
て
下
さ
い
）

校
正
…
初
校
の
み
を
著
者
に
て
行
う
。
字
句
訂
正
の
承
に
お
願
い
し
ま

半
，
。
》

原
稿
締
切
：
・
平
成
二
年
一
月
末
日

戦
後
の
日
本
に
お
け
る
臨
床
検
査
の
発
達
…
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
科
大
）

閉
会

事
務
局
〒
九
一
○
福
井
市
大
願
寺
三
ノ
四
ノ
ー
○

福
井
県
医
師
会
館
内

電
話
○
七
七
六
’
二
四
’
○
四
○
八

会
長
加
藤
豊
明

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
だ
よ
り

（78） 450


